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ロケーションの良さと行き届いた場内管理で人気のキャンプ場。
コロナ禍においては利用人数を制限したり、完全予約制にするな
ど、対策を講じながら運営している。

『服掛松キャンプ場』



6月定例会

予防費
（新型コロナウイルスワクチン接種事業費）

3,043万9千円
※人件費、予約システム委託料、接種委託料など

児童福祉総務費
（子育て世帯生活支援特別給付金事業費）

909万9千円（国100％）
※児童手当受給者等非課税の子育て世帯へ給付。
　給付額：18歳以下一人当たり5万円

水道事業会計繰出金
（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）
☆給水車購入費

1,435万5千円

住宅建設費
下市町営住宅整備事業

1億829万3千円
※町営住宅12戸建設予定

文化財保存活用事業費
通潤橋周辺遊歩道整備工事

4,145万6千円
※岩尾城への遊歩道、通潤橋手前広場の緑化

農政費
有機農業推進計画策定業務委託料

499万2千円
☆水稲共済加入促進事業補助金

265万6千円

　令和3年第2回定例会は、6月3日に開会し6月10日に閉会
しました。町の三セク施設の経営状況の報告4件、補正予算4
件、工事請負契約など21件を審議しました。一般会計補正予
算には修正動議が提出されました。その他、陳情が2件あり、そ
れぞれ総務常任委員会に付託されました。

　一般会計補正予算は、11億8,300万円を追加し総額を130億2,800万円としました。

　この一般会計補正予算には修正動議が提出され、双方の提案理由の説明が行われた後、原案と同
時に質疑が行われました。採決の結果、修正案は賛成少数で否決。原案は、賛成多数で可決しました。
賛否の結果は最終ページをご覧ください。一般会計補正予算の主な内容は以下のとおりです。

☆印＝新規事業

☆通潤橋周辺公園整備費
1億3,368万2千円

※町営プール等跡地の公園化事業

山の都づくり事業費 観光施設費
清和文楽館管理委託料

国民宿舎特別会計繰出金
195万1千円

4,365万9千円
※コロナ禍で営業が厳しく、大幅な減収となり

運営継続が厳しい指定管理施設に対し、管
理者との協定に基づき町がリスク分担する
もの。

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金

（主な内容）
1億6,354万6千円

・そよ風パーク遊具設置工事
　　工　事　費　2,504万5千円
　　設計監理費　　　  250万円
・保育園トイレ洋式化工事
・避難所となる施設のトイレ改修や新設工事
・短期滞在施設改修工事
・放課後児童クラブエアコン購入費
・社会福祉施設等支援金
・山都町民PCR検査費用補助金
　　3,600万円
※感染への不安を抱える町民の方が、医療機関で

PCR検査を受ける際の助成金。上限1万8千円。
　1人2回まで。2,000人分を予算化。
　市販検査キット等は対象外。
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一般会計補正予算

　

質
疑
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
指
定

管
理
施
設
へ
の
リ
ス
ク
負
担
額
に
つ
い

て
多
く
の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。特

に
通
潤
山
荘
へ
の
多
額
の
追
加
支
援

に
つ
い
て
は
、三
セ
ク
の
経
営
体
質
の

改
善
も
含
め
、今
後
の
経
営
に
悪
い
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
と
の
意
見

が
多
数
で
し
た
。

問（
中
村
）　
国
民
宿
舎
特
別
会
計
へ
の

繰
り
出
し
に
つ
い
て
、民
間
と
の
公
平
性

や
昨
年
の
そ
よ
風
パ
ー
ク
と
の
整
合
性
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

　

民
間
業
者
に
対
し
て
は
、国
や
県
の
支
援

の
他
、町
か
ら
の
し
ご
と
応
援
給
付
金
で
支

援
し
て
い
る
。指
定
管
理
施
設
に
関
し
て
は
、

協
定
上
の
支
出
で
あ
り
、町
や
指
定
管
理

者
の
責
め
に
よ
ら
な
い
自
然
災
害
や
人
為

的
現
象
に
伴
う
収
入
の
減
少
、事
業
履
行

不
能
に
つ
い
て
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

問（
藤
川
多
）　
通
潤
山
荘
も
民
間
と
同

様
交
付
金
は
受
け
て
い
る
。こ
れ
ま
で
も
経

営
改
善
策
を
示
し
て
き
た
が
、繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
。指
導
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

　

経
営
改
善
計
画
を
作
っ
た
。取
締
役
会

に
も
参
加
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
が
、コ
ロ

ナ
禍
へ
の
対
応
で
見
通
し
が
立
た
な
く

な
っ
た
。

問（
後
藤
）　

通
潤
山
荘
へ
の
支
援

策
は
納
得
で
き
な
い
。住
民
感
情
が
伴

わ
な
い
事
だ
ろ
う
。こ
こ
は
、一
旦
取
り

下
げ
て
、内
容
を
考
え
直
し
て
ほ
し
い

が
、町
長
の
考
え
は
。

答（
町
長
）　

　

今
回
の
支
援
は
、昨
年
度
の
経
営
不

振
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
。今
後
は
、増
資
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

問（
西
田
）　

協
定
書
に
基
づ
く
と

言
う
が
、そ
の
割
合
は
明
記
さ
れ
て
い

な
い
。今
回
、２
分
の
１
と
決
め
た
か

も
し
れ
な
い
が
、一
貫
性
が
欲
し
い
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
想
定
外
で
あ
り
、

そ
の
都
度
の
算
定
が
必
要
な
部
分
も

あ
る
。

問（
西
田
）　
そ
よ
風
パ
ー
ク
の
遊
具

設
置
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
補
助
金
を

使
う
優
先
度
が
低
い
と
感
じ
て
い
る
。

パ
ー
ク
と
相
談
し
て
い
る
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

　

遊
具
は
、子
ど
も
議
会
で
要
望
が

あ
っ
た
事
も
あ
り
、設
置
予
算
を
計
上

し
た
。パ
ー
ク
と
の
具
体
的
な
相
談
は

し
て
い
な
い
。今
後
内
容
は
詰
め
て
い
く
。

修正動議の概要

【
一
般
会
計
補
正
予
算
Ｑ
＆
Ａ
】

◆
議
案
第
50
号
、一
般
会
計
補
正
予
算
第
１
号
に
つ
い
て
は
、修
正
動

議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
議
者　

西
田
由
未
子
・
吉
川
美
加　

　
　
　
　
　
（
概
要
と
提
案
の
理
由
は
表
中
参
照
）

※
修
正
動
議
と
は
、首
長
の
提
案
に
対
し
、議
員
が
必
要
に
応
じ
て
議
案
の
修
正
を

求
め
る
こ
と
。議
案
の
修
正
を
行
う
場
合
に
は
、そ
の
議
案
の
範
囲
内
で
の
修
正

案
を
提
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

款 修正目
修正前

差額 修正動議の理由
修正後

２款
総務費

新型コロナウイルス感染症対
策交付金事業費
そよ風パーク遊具設置工事

25,045
12,000

コロナ関連の給付金を遊具
設置に使用することは適さな
いと考える。一般会計予算で
賄える計画への変更を提案。13,045

６款
商工費

観光施設費
清和文楽館管理委託料

1,951
976 協定書に基づくリスク負担２

分の１を背負うとの説明だ
が、割合の根拠が不明。４分
の１でどうかという提案。

975

国民宿舎特別会計繰出金
43,659

21,829
21,830

修正減額の合計　34,805

（単位：千円）

通潤山荘ロビー そよ風パーク森林公園
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　事業名
商工全般

商工会会員374名
687事業所

山都町食べ行く券事業
８５事業所
換金総額

39,705,500円

山都町応援商品券事業
２１３事業所
換金総額

70,258,000円
新型コロナウイルス感染防止
対策指導業務委託

３８７事業所
指導１１２店舗

第三セクター　（円）
虹の通潤館 まちつくりやべ 清和文楽の里協会 清和資源

雇用調整助成金 未集計 7,425,238 20,526,451 13,297,776 清和資源

持続化給付金 法人200万円×７7件
個人100万円×265件 2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000

しごと応援給付金 10万円×358件 100,000 100,000 100,000 100,000

時短要請協力金 未集計 840,000

休業要請協力金 未集計 100,000

雇用維持奨励金 未集計 100,000 100,000 100,000

雇用安定助成金 未集計 47,813 1,909,702
山都町店舗等新型コロナウ
イルス感染症拡大防止対策
事業補助金

８３事業所
5,878,000円 41,000 100,000

事業継続支援金 法人20万円×3件
個人10万円×13件 ＊持続化給付金の対象とならなかった事業者が対象

コロナ対策融資利子補助 39件、融資額638,800千円

コロナ対策融資利子補助 66件

商工関係コロナ対策補助金

第三セクター決算報告における経常利益 ▲36,597,918 9,428,269 1,169,487 3,413,957
※順序は上の表のとおり

商工関係コロナ対策補助金

町

町 県 国

町

町

国

国

町

県

県

県

国

町

県

町

県

町と指定管理者との基本協定第13条に規定するリスク分担に基づき、経営状況が悪化した国民宿舎通潤山荘と清和
文楽館に対し、委託料の追加が一般会計補正予算に計上された。粗利益減少分の1/2を追加管理料として、残り1/2は
事業者の経営努力を求めるという説明であった。

◦コロナ対策補助金事業は、商工会などの協力により事業者に周知され活用が進んだ。
◦第三セクターにおいてもコロナ対策補助金活用により収支が改善された。
◦コロナ対応の融資・保証・利子補給等の制度が多くの事業所を支援している。
◦町の令和3年度事業、事業継続支援給付金（一律10万円）の受付が７月１日より開始。

新型コロナウイルス感染症の影響による収入減少に伴う指定管理料の追加

　国民宿舎通潤山荘
　　（有） 虹の通潤館　36,597,000円

清和文楽館
　（一財） 清和文楽の里協会　1,580,000円

■粗利益とは
売上高から売上原価を引
いたもの。虹の通潤館、清
和文楽の里協会の場合、粗
利益から人件費、光熱費等
の販売管理費を引いたも
のが営業利益となる。

町の補助事業 県の補助事業 国の補助事業

（7月15日現在）
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一　般　質　問

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

現
在
、町
に
は
、再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設

置
を
規
制
す
る
条
例
は

な
い
が
、本
町
の
実
態
、

政
令
に
よ
る
基
準
や
熊

本
県
の
基
準
、他
自
治

体
の
条
例
等
を
参
考
に
、

法
律
に
基
づ
く
地
方
公

共
団
体
実
行
計
画
の
策

定
を
進
め
る
。

答　�本町の実態、政令による基準や熊本県の基準、他自治体の条例等
を参考に、法律に基づく地方公共団体実行計画の策定を進める。

メガソーラー等の建設が生活や自然環境に悪影
響を及ぼさぬよう、条例による規制が必要では

藤
ふじかわ

川　多
た み

美 議員

問
総
合
計
画
で
は
、原

野
や
遊
休
地
に
お
け
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
、

雄
大
な
自
然
環
境
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。町
は
ど
う
対
応
す

る
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

地
球
温
暖
化
対
策

推
進
に
関
す
る
改
正
法

に
よ
っ
て
、町
は
地
方
公

共
団
体
実
行
計
画
を
策

定
し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
に
お

け
る
目
標
と
促
進
区
域
、

地
域
の
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
な
ど
を
定
め

る
よ
う
、努
力
義
務
が

課
せ
ら
れ
た
。事
業
者

は
事
業
計
画
が
地
方
公

共
団
体
実
行
計
画
に
適

合
す
る
か
、町
か
ら
の

認
定
を
う
け
ね
ば
な
ら

な
い
。適
切
な
行
政
指

導
を
進
め
つ
つ
、計
画
の

策
定
を
急
ぐ
。

問
ア
グ
リ
ソ
ー
ラ
ー
が

下
名
連
石
・
御
所
地
内

に
建
設
の
予
定
だ
が
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
施
状
況
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

事
業
者
は
、所
定
の

手
続
に
よ
り
第
一
種
事

業
者
と
し
て
、環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
入
っ
て
い
る
。

現
在
は
配
慮
書
の
段
階

で
、４
月
か
ら
５
月
に
か

け
縦
覧
期
間
を
設
け
て

意
見
聴
取
し
た
。今
後
、

方
法
書
段
階
、現
地
調

査
と
準
備
書
段
階
等
を

経
て
、環
境
評
価
、最
終

的
な
評
価
と
な
っ
て
い
く
。

問
現
地
は
農
地
を
含
ん

で
い
る
と
聞
く
が
、農
地

の
転
用
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

今
回
の
事
業
者
の
計

画
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

法
に
基
づ
い
て
い
る
。こ

れ
を
町
の
協
議
会
で
協

議
し
、認
定
を
受
け
た

後
に
特
例
措
置
に
よ
っ

て
農
地
の
使
用
が
可
能

と
な
る
。通
常
の
農
地
転

用
の
許
可
申
請
で
は
な

く
、農
地
転
用
許
可
の

例
外
措
置
に
該
当
す
る
。

問
Ｊ
Ｒ
Ｅ
山
都
高
森

太
陽
光
発
電
所
に
つ
い

て
、地
元
で
は
農
地
に

砂
利
が
入
る
な
ど
の
こ

と
が
あ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

他
に
当
該
地
域
の
方
々

か
ら
声
は
あ
が
っ
て
い
な

い
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

雨
の
時
期
に
土
砂
の

流
出
、河
川
の
濁
水
等

が
確
認
さ
れ
る
と
の
声

が
あ
る
。事
業
者
は
、濁

水
の
防
止
膜
・
濁
水
処

理
機
の
設
置
、ま
た
、濁

水
確
認
の
た
め
河
川
等

の
３
か
所
に
定
点
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
対
策
を

講
じ
て
い
る
。事
業
者
と

地
域
の
方
々
と
の
話
合

い
の
場
の
調
整
も
行
っ

て
い
る
。

問
今
後
も
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
を
含
め
、大
規
模

な
開
発
が
予
想
さ
れ
る
。

環
境
保
全
条
例
や
景
観

条
例
等
を
整
備
し
、暮

ら
し
を
守
る
環
境
づ
く

り
と
い
う
観
点
の
規
制

JRE山都高森太陽光発電所の完成予想

質問の全容はこちら
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一　般　質　問

問
山
都
町
に
６
か
所
あ

る
防
災
重
点
た
め
池
の

場
所
と
、崩
壊
し
た
場

合
の
危
険
地
域
は
。ま

た
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

活
用
状
況
と
、被
害
想

定
地
域
の
住
民
へ
の
説

明
は
ど
の
く
ら
い
進
ん

で
い
る
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

令
和
２
年
度
に
山
田
、

日
南
田
、井
無
田
、郷
野

原
の
４
か
所
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
。現
在
、

清
和
赤
迫
、馬
見
原
上

ノ
川
、藤
木
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
中
。合
計

７
か
所
に
な
る
。藤
木
の

た
め
池
は
、本
年
、重
点

た
め
池
と
し
て
県
に
指

定
さ
れ
る
予
定
。浸
水

想
定
範
囲
、浸
水
到
達

時
間
の
解
析
結
果
を
基

に
、対
象
区
域
の
住
民
と

一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、浸
水
想
定

エ
リ
ア
の
把
握
や
、避
難

経
路
、避
難
場
所
に
つ
い

て
協
議
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
反
映
し
た
。さ
ら
に

そ
の
内
容
に
つ
い
て
地
元

へ
の
説
明
会
を
行
い
、避

難
訓
練
な
ど
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
周
知

を
図
っ
て
い
る
。マ
ッ
プ

は
、浸
水
想
定
地
域
の

各
世
帯
に
直
接
配
布
を

し
、公
民
館
に
は
拡
大
版

の
大
き
な
も
の
を
掲
示

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問
耐
震
や
し
ゅ
ん
せ
つ

な
ど
防
災
重
点
た
め
池

が
決
壊
し
な
い
よ
う
な

措
置
や
、水
位
計
な
ど

に
よ
る
監
視
体
制
の
整

備
な
ど
、防
災
・
減
災
対

策
は
山
都
町
の
計
画
で

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

た
め
池
の
管
理
シ
ス
テ

ム
で
、県
・
国
と
の
情
報

共
有
を
し
て
お
り
、震
度

４
以
上
の
地
震
の
発
生

や
大
雨
特
別
警
報
の
発

生
時
に
は
緊
急
点
検
を

実
施
す
る
体
制
を
取
っ

て
い
る
。本
年
度
、熊
本

県
が
県
内
の
全
て
の
重

点
た
め
池
の
劣
化
状
況

と
、地
震
・
豪
雨
へ
の
耐

性
の
評
価
調
査
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、こ

の
調
査
結
果
を
基
に
、

対
策
工
事
の
検
討
に
入

る
。山
都
町
が
い
つ
に
な

る
か
は
未
定
だ
が
、令
和

４
年
度
ま
で
に
県
内
全

部
を
完
了
す
る
予
定
で

県
が
進
め
て
い
る
。

問
防
災
に
お
い
て
川
の

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
は
重

要
。氾
濫
す
る
箇
所
は

分
か
っ
て
い
る
の
で
、例

え
ば
５
年
に
１
回
と
か
、

計
画
的
に
頻
度
を
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答（
建
設
課
長
）

　

山
都
町
総
合
防
災

マ
ッ
プ
に
お
い
て
、県
が

管
理
す
る
24
河
川
の
う

ち
、15
河
川
の
57
地
点
で

浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。熊
本
県
で
は
、令
和

３
年
度
の
し
ゅ
ん
せ
つ
計

画
と
し
て
事
業
費
で
約

４
千
万
円
、７
河
川
で

計
画
。町
か
ら
は
、県
河

川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
及
び
流

木
伐
採
等
の
要
望
を
21

か
所
上
げ
て
い
る
。浸
水

想
定
地
区
を
優
先
し
な

が
ら
引
き
続
き
県
に
対

し
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、町
が
災
害
復
旧
で

対
応
し
て
い
る
河
川
が
、

１
８
８
河
川
あ
り
、全
て

の
河
川
で
の
対
応
と
は

い
か
な
い
が
、災
害
工
事

に
併
せ
て一
部
土
砂
の
除

去
を
行
っ
て
い
る
。

西
に し だ

田　由
ゆ み こ

未子 議員

答　�県内全域の防災重点ため池に対する地震・豪雨への耐性の評価
調査と対策工事を、令和4年度までに完了するように県が進めている。

防災重点ため池の決壊から浸水までの時間は
非常に短く、決壊しないための措置が重要だ

質問の全容はこちら

　平成30年7月の豪雨災害を受け、農
林水産省は防災重点ため池を「決壊した
場合の浸水区域に家屋や公共施設等が
存在し、人的被害を与えるおそれのある
ため池」と新たに定義し、選定基準を拡
大しました。

防災重点ため池について
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在
化
し
て
き
た
。行
政

も
様
々
な
支
援
を
し
て

い
る
が
、限
界
が
あ
る
。

問
観
光
施
設
の
周
辺
や
、

国
道
か
ら
目
に
つ
く
場

所
の
景
観
な
ど
も
、人
の

手
が
入
ら
ず
荒
れ
て
行

く
様
子
が
う
か
が
え
る
。

行
政
が
積
極
的
に
関
与

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答（
町
長
）

　

山
都
町
の
美
し
い
景

観
を
守
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。森
林
組
合
等
と

も
協
議
し
な
が
ら
、官
民

一
体
と
な
っ
て
美
し
い
自

然
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

答　�難しい課題だが、これからは森林組合等とも協議しながら、官民一
体となって山都町の美しい自然の景観を守っていきたい。

山都町の美しい景観を維持する農林作業は、地
域の高齢化で維持できず、行政の関りが必要では

吉
よしかわ

川　美
み か

加 議員

問
人
工
林
が
皆
伐
さ

れ
、む
き
出
し
の
山
肌

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。皆
伐
す
る
場
合

に
は
、町
へ
の
届
け
出
や
、

そ
の
後
の
植
林
の
計
画

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、町
は
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

山
都
町
森
林
整
備
計

画
に
基
づ
い
て
管
理
し

て
い
る
。森
林
法
に
よ
り

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

届
出
に
よ
り
、伐
採
の

内
容
と
更
新
方
法
を
把

握
、必
要
に
応
じ
て
指

導
、助
言
を
行
っ
て
い
る
。

伐
採
完
了
後
概
ね
２
年

を
目
安
に
植
林
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、完
了
後
の
報
告
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

事
前
の
届
出
と
事
後
の

確
認
の
二
重
チ
ェ
ッ
ク
に

よ
っ
て
、伐
採
後
の
造
林

が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
。

問
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
は
、植

林
後
何
十
年
も
後
で
な

い
と
所
得
と
し
て
回
収

で
き
な
い
が
、山
の
所
有

者
が
生
業
と
し
て
成
り

立
つ
よ
う
な
、循
環
型
の

林
業
を
目
指
す
必
要
性

を
町
は
ど
う
考
え
る
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

山
都
町
森
林
整
備
計

画
の
中
で
、地
域
の
目

指
す
べ
き
森
林
資
源
の

姿
、森
林
の
持
つ
機
能
、

施
業
の
推
進
方
針
な
ど

も
定
め
て
い
る
。届
出
を

注
視
し
、現
場
の
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
、森

林
の
整
備
・
管
理
に
努

め
て
い
く
。

問
４
月
か
ら
採
用
さ
れ

て
い
る
地
域
林
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
仕
事
の
内

容
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
は
、専
門
性

を
有
す
る
人
材
を
林
業

技
術
者
と
し
て
採
用
し
、

市
町
村
の
林
業
行
政
の

体
制
を
強
化
す
る
こ
と

が
目
的
。令
和
元
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
森

林
経
営
管
理
制
度
に
基

づ
く
意
向
調
査
に
お
い

て
、専
門
的
な
知
見
を

活
か
し
て
い
た
だ
く
。ま

た
、後
継
者
等
の
課
題

解
決
に
も
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
。

問
野
焼
き
な
ど
の
昔
か

ら
続
い
て
き
た
農
林
業

の
作
業
は
、そ
の
美
し

い
景
観
を
維
持
す
る
た

め
に
も
重
要
で
あ
る
が
、

地
域
の
高
齢
化
に
伴
い

で
き
な
く
な
っ
た
所
が

増
え
て
い
る
。行
政
の
関

わ
り
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
と
思
う
が
。

答（
総
務
課
長
）

　

地
域
を
構
成
す
る

世
帯
後
継
者
の
減
少
で
、

地
域
運
営
の
支
障
を
来

す
状
況
が
ま
す
ま
す
顕

一　般　質　問

維持管理が困難になった草原
（清和高原天文台周辺）

質問の全容はこちら
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問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の

広
が
り
で
、山
都
町
の

農
林
業
に
対
す
る
注

目
が
上
が
っ
て
き
て
い

る
。観
光
Ｐ
Ｒ
・
町
の
情

報
発
信
は
、事
業
者
ご

と
、産
業
ご
と
で
は
な

く
、山
都
町
全
体
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
、観

光
・ビ
ジ
ネ
ス
と
幅
広
い

交
流
人
口
の
増
加
を
狙

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

提
案
の
取
り
組
み
は

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
よ
ば
れ
、地
域
再
生
・

観
光
振
興
・
住
民
協
働

な
ど
様
々
な
概
念
が
含

ま
れ
て
お
り
、町
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
よ
る
イ
メ
ー

ジ
や
認
知
度
の
向
上
と
、

住
民
の
地
元
に
対
す
る

愛
着
や
誇
り
の
醸
成
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。本
町
で
は
、プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
作

成
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

の
情
報
の
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
る
。町
の
ブ
ラ

ン
ド
化
は
、地
域
住
民

と
の
協
働
で
取
り
組
む

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

今
般
注
目
さ
れ
て
い
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
も

視
野
に
入
れ
て
、町
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く

り
な
が
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
交
流
人
口
の
増
加
を

経
済
効
果
に
繋
げ
る
た

め
に
は
、宿
泊
客
の
受

け
皿
づ
く
り
が
重
要
。ホ

テ
ル・
旅
館
・
農
泊
・キ
ャ

ン
プ
場
と
い
っ
た
多
種

多
様
な
宿
泊
施
設
を
総

合
的
に
案
内
す
る
枠
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　

現
在
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
宿
泊
施
設
ご
と
の
対

応
と
な
っ
て
い
る
が
、総

合
的
に
案
内
で
き
る
窓

口
が
あ
れ
ば
、よ
り
多

く
の
方
が
山
都
町
に
宿

泊
し
て
い
た
だ
け
る
機

会
に
な
る
。そ
う
し
た

取
り
組
み
は
、町
内
の

観
光
関
連
事
業
者
で
構

成
さ
れ
た
組
織
が
一
番

適
し
て
い
る
と
考
え
て

お
り
、既
に
進
め
て
い
る

キ
ャ
ン
プ
場
等
の
連
携

の
協
議
に
加
え
て
、宿

泊
事
業
関
係

者
や
関
係
機

関
と
の
協
議

も
進
め
て
い
き

た
い
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
は
山
都

町
で
の
暮
ら
し

と
親
和
性
が
高

い
。こ
の
地
で

の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
総
合
的

に
対
外
発
信

す
る
事
が
有
効

で
は
な
い
か
。

答（
町
長
）

　

認
定
を
受
け
た
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事

業
は
有
機
農
業
を
核
に

し
て
お
り
、町
と
し
て
も

取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
き
た
い
。先
般
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
ツ
リ
ー
事
業
で

は
、40
名
近
い
オ
ー
ナ
ー

が
来
町
し
植
樹
祭
を

行
っ
た
が
、そ
う
し
た
取

組
み
の
継
続
で
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
認
知
度
も
上
が

る
だ
ろ
う
。何
も
特
別

な
こ
と
を
始
め
な
く
て

も
、山
都
町
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活

の
中
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
繋

が
る
も
の
が
あ
る
。そ
う

し
た
事
の
再
認
識
も
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
進
め
て
行
き
な

が
ら
、山
都
町
と
し
て

の
発
信
を
強
め
て
い
き

た
い
。

一　般　質　問

眞
ま は ら

原　 誠
まこと

 議員

答　�今般注目されているSDGs未来都市も視野に入れて、町全体のイ
メージをつくりながら、地域住民との協働でシティプロモーションに
取り組んでいきたい。

あらゆる産業や山都の暮らし、山都町の包括的なプ
ロモーションで交流人口の増加と地元への愛着を

4月に行われた植樹イベントの様子

質問の全容はこちら
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一　般　質　問

答　�町も平成30年度から農業研修受入事業を実施しており、計画され
ているオーガニックスクールとの連携で、互いに充実した研修機関に
なれることを期待している。

NPO法人が有機農業を学べる施設の運営を計画
しているが、町はどう捉えている

矢
や に た

仁田　秀
ひでのり

典 議員

問
有
機
農
業
が
こ
の
町

の
核
と
な
る
た
め
の
具

体
的
な
政
策
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

有
機
農
業
が
持
続
的

に
発
展
す
る
た
め
に
は
、

慣
行
農
業
よ
り
も
作
業

負
担
が
大
き
く
な
る
こ

と
に
よ
る
人
手
不
足
や
、

新
規
就
農
者
が
取
り
組

む
上
で
の
収
量
や
品
質

の
安
定
化
へ
の
課
題
な

ど
、有
機
農
業
が
抱
え

る
特
有
の
負
担
を
軽
減
、

支
援
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
だ
と
思
っ
て
い

る
。有
機
農
業
が
生
産

者
に
と
っ
て
も
魅
力
の

あ
る
、収
益
性
の
あ
る

持
続
可
能
な
仕
事
と
な

る
た
め
に
、直
接
現
場

の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
の
具
体
的
な
施
策

と
支
援
の
在
り
方
を
見

出
す
べ
く
、有
機
農
業

の
推
進
計
画
を
今
年
度

策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
官
民
一
体
と
な
っ
て
、

食
味
の
高
い
高
付
加

価
値
な
ブ
ラ
ン
ド
米
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。ふ
る

さ
と
納
税
に
も
好
影
響

を
及
ぼ
す
と
考
え
る
が
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

Ｊ
Ａ
と
日
頃
か
ら

様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。質
問
の
点

に
つ
い
て
も
、こ
れ
か
ら

学
校
給
食
の
件
も
含
め

て
検
討
し
た
い
。

問
学
校
給
食
へ
の
取
り

組
み
、具
体
的
に
は
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　

学
校
給
食
に
は
、今

後
も
で
き
る
だ
け
有
機

農
産
物
を
は
じ
め
、山

都
町
産
の
食
材
を
優
先

し
て
使
用
し
て
い
き
た

い
。地
元
農
産
物
の
振

興
の
一
環
と
し
て
、授
業

の
中
で
農
産
物
の
栽
培

体
験
を
行
っ
た
り
、生

産
者
の
顔
写
真
を
学
校

の
掲
示
板
で
紹
介
し
た

り
、児
童
生
徒
の
学
習

や
給
食
調
理
師
の
研
修

会
の
際
に
、生
産
者
の

講
話
の
機
会
を
設
け
た

り
し
て
い
る
。ま
た
、毎

月
19
日
の『
食
育
の
日
』

の
給
食
献
立
に
、県
産

品
を
活
用
し
た
伝
統
料

理
や
郷
土
料
理
を
取
り

入
れ
る
、ふ
る
さ
と
く

ま
さ
ん
デ
ー
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問
有
機
農
業
を
学
べ
る

施
設
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

運
営
し
よ
う
と
し
て
い

る
。町
は
ど
う
と
ら
え
て

い
る
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス
ク
ー

ル
が
計
画
さ
れ
て
い
る

と
い
う
話
は
聞
い
て
い

る
。町
の
有
機
農
業
の

拠
点
の
一つ
と
し
て
、ま

た
、就
農
希
望
者
が
広

く
交
流
す
る
場
と
な
り
、

活
発
な
事
業
と
な
る
よ

う
に
、町
も
で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
た
い
。町

で
も
平
成
30
年
度
か
ら

農
業
研
修
受
入
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。県
の
研

修
受
入
機
関
と
し
て
認

定
さ
れ
て
お
り
、研
修

生
は
国
の
就
農
準
備
型

給
付
金
を
受
け
な
が
ら

研
修
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
が
持
つ
特
徴
が
、山

都
町
で
の
就
農
に
挑
む

方
々
の
選
択
肢
と
な
り
、

連
携
し
な
が
ら
、互
い
に

よ
り
充
実
し
た
研
修
機

関
に
な
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。

矢部地区（中島）の有機野菜圃場での農業研修の様子

質問の全容はこちら
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。
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【工事請負変更契約】
（数量等の変更が生じたため）
◦須原開田線 須原橋下部工工事
　544万6，195円の追加
◦上鶴線道路改良工事
　95万988円の追加

【条例の一部改正　税等に関するもの】
◦地方税法の改正に伴い、令和3年度固定資産税の税負担調整措置、軽自動車税の環境性能割の税

率等の区分を措置するもの。
◦新型コロナウイルス感染症の影響によって減収したことに係る、国民健康保険税、介護保険料の減免

を行うもの。

【山都町教職員住宅に関する条例の一部改正】
交通網の発達により、教職員住宅の空室化が著しく、見晴山教職員住宅の供用を廃止するもの。
※今後は短期滞在用住宅として転用を検討中。

【陳情第2号】【陳情第1号】
件 　 　 名

陳 情 者

陳 情 趣 旨

審査の結果

件 　 　 名
陳 情 者

陳 情 趣 旨

審査の結果

感染拡大に強い地域経済にする
ため最低賃金の大幅引き上げと
全国一律制度を求める陳情
熊本県労連最低賃金キャラバン
熊本県実行委員会
実行委員長  楳本光男（熊本市）
都市部と地方での最低賃金格差
を是正し、強い地域経済を構築
するために、最低賃金を全国一
律1,500円にすること。
不採択　現実的でないと考える。

山都町の教育に関する陳情書
山都町の子育てと教育を考える会
代表  三枝彩子 （滝上）
1．保護者からの相談事に対して明確

な対応をし、迅速かつ真摯に向き
合うこと。

2．教育委員会において、相談から対
応完了までのフローを定めること。

3．いじめや不登校事例を現場だけで
なく、地域住民、役場職員、議員も
情報を共有し対策を迅速に実現す
ること。

趣旨採択
陳情者の趣旨は理解するが、求めら
れた3点の取り組みにおいて既に取り
組んでいる事項と、実行が困難な事
項が含まれることから、趣旨採択とす
る。

※感染拡大防止のため、傍聴席数が変更になる可能性もあります。予めご了承ください。

次の定例会は、

9月の予定です。
※詳しい日程等については、議会事務局までお問い合わせください。（☎72-1289）

編

後
集

記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
止
ま

り
ま
せ
ん
。感
染
者
の
数
に
一
喜
一
憂
し
、国
民
生

活
も
引
き
締
め
と
開
放
の
繰
り
返
し
に
ほ
と
ほ
と

疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。政
治
の
力
と
は
何
で
し
ょ

う
。既
得
権
益
と
か
、利
害
関
係
と
か
、国
民
生
活

と
離
れ
た
と
こ
ろ
で
政
治
が
行
わ
れ
て
い
る
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
秋
は
山
都
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。真
に
町
民

と
向
き
合
う
政
治

家
を
選
ぶ
た
め
に

候
補
者
も
選
挙
人

も
襟
を
正
し
た
い

も
の
で
す
。

（
吉
川
美
加
）

本誌で掲載していない6月定例会の議案と

議決結果は、山都町HPに掲載してあります。
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行
責
任
者

議
　
　
長
　
工
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文
範

 

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
　
眞
原
　
　
誠

副
委
員
長
　
興
梠
　
　
誠

委
　
　
員
　
中
村
　
五
彦

　
　
　
　
　
吉
川
　
美
加

　
　
　
　
　
後
藤
　
壽
廣

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　／：採決なし

議　件　名 議　決
年月日 採決結果

眞
原
西
田
中
村
矢
仁
田

興
梠
藤
川（
多
）

甲
斐
飯
開
吉
川
藤
原
後
藤
藤
川（
憲
）

藤
澤

議案第50号

令和3年度山都町一般会計
補正予算第1号（修正案）

R3.6.10 否決 ● 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ●

令和3年度山都町一般会計
補正予算第1号（原案）

R3.6.10 可決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇

議案第51号 令和3年度山都町国民宿舎
特別会計補正予算（第1号）

R3.6.10 可決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇

陳情第2号
感染症拡大に強い地域経済にす
るため最低賃金の大幅引き上げ
と全国一律制度求める陳情

R3.6.10 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ●

令和3年第2回定例会　賛否の公表


